
今
年
の
中
央
行
動
は
、
例
年

の
取
り
組
み
と
は
違
い
、
行
政

交
渉
に
関
し
組
合
側
が
各
省
へ

出
向
く
の
で
は
な
く
、
院
内
集

会
の
場
に
お
い
て
参
加
者
全
員

参
加
の
も
と
、
国
土
交
通
省
、

厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
と

の
行
政
交
渉
を
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

一
日
目
の
十
五
日（
木
）は
、

全
国
の
仲
間
二
五
〇
名
が
衆
議

院
第
一
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に

十
一
時
三
十
分
に
参
集
し
「
大

幅
賃
上
げ
で
生
活
向
上
!!
18
港

湾
春
闘
勝
利

3
・
15
院
内
集

会
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
十

二
時
の
院
内
集
会
か
ら
始
ま
っ

た
。

集
会
は
、
立
憲
民
主
党
の
辻

元
清
美
衆
議
院
議
員
の
お
取
り

計
ら
い
で
会
場
の
手
配
を
行

い
、港
湾
春
闘
勝
利
に
向
け
、立

憲
民
主
党
、日
本
共
産
党
、社
会

民
主
党
か
ら
の
各
議
員
の
列
席

を
い
た
だ
き
、
こ
の
後
行
わ
れ

る
行
政
交
渉
や
ユ
ー
ザ
ー
要
請

で
の
激
励
と
政
策
要
求
の
前
進

を
は
か
る
た
め
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
主
催
者
挨
拶
に
立

っ
た
全
国
港
湾
糸
谷
委
員
長
は

「
中
央
港
湾
団
交
は
、
明
確
な

答
え
が
な
い
ま
ま
残
念
な
結
果

と
な
っ
て
い
る
。大
手
の
電
機
、

自
動
車
、
あ
る
い
は
鉄
鋼
産
業

の
回
答
が
出
て
い
る
が
千
五
百

円
か
ら
三
千
円
位
の
ベ
ア
が
回

答
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
状

況
は
、
未
だ
明
確
な
数
字
回
答

が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
業
界
に
対
し
抗
議
の

行
動
を
行
う
。
政
治
、
政
策
課

題
に
は
、
政
党
の
皆
様
に
ご
理

解
賜
り
、
国
会
の
場
に
お
い
て

追
及
し
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い

し
て
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

立
ち
上
が
る
決
意
と
と
も
に
団

結
し
て
頑
張
ろ
う
。
」
な
ど
と

挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
政
党
か
ら
の
連
帯

と
激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
港
運
同
盟
新
屋
会

長
か
ら
も
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

た
た
か
う
意
思
を
再
確
認
し

た
。続

い
て
、
玉
田
書
記
長
は
、

一
八
港
湾
春
闘
の
こ
れ
ま
で
の

中
央
団
交
の
経
過
と
特
徴
に
つ

い
て
「
一
つ
は
行
政
に
対
す
る

要
求
課
題
、
も
う
一
つ
は
労
使

で
解
決
し
て
い
く
課
題
、
大
筋

で
二
つ
の
課
題
が
あ
る
。
行
政

に
対
し
て
は
、
二
月
か
ら
地
区

で
交
渉
し
て
き
た
成
果
を
中
央

で
交
渉
し
て
い
く
こ
と
で
、
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
一

方
、
日
港
協
と
の
交
渉
で
は
回

答
は
荒
っ
ぽ
い
。
よ
く
要
求
主

旨
を
理
解
し
て
い
な
い
回
答
が

あ
る
。
む
し
ろ
意
図
的
に
避
け

て
い
て
、
継
続
協
議
、
回
答
で

き
な
い
、
な
ど
評
価
に
値
す
る

回
答
が
な
い
。
ま
た
、
後
退
し

て
い
る
回
答
も
あ
る
。
行
動
の

自
由
の
留
保
を
通
告
し
て
い

る
。
次
回
団
交
ま
で
、
各
種
専

門
委
員
会
を
開
催
し
て
要
求
を

一
つ
で
も
前
進
さ
せ
る
。
是
非

と
も
職
場
の
皆
様
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
す

る
。
と
も
に
頑
張
ろ
う
。
」
な

ど
と
報
告
を
行
っ
た
。

そ
の
後
休
憩
に
入
り
、
十
三

時
五
十
分
か
ら
国
土
交
通
省
、

十
五
時
か
ら
厚
生
労
働
省
、
十

六
時
か
ら
経
済
産
業
省
と
各
行

政
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。

集
会
の
最
後
は
、
全
国
港
湾

糸
谷
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」三
唱
で
締
め
く
く
っ
た
。

翌
日
十
六
日
十
時
よ
り
恒
例

の「
丸
の
内
昼
デ
モ
」の
出
発
地

点
で
あ
る
、
国
際
ビ
ル
横
に
集

合
し
、
意
志
統
一
集
会
を
開
催

し
、糸
谷
委
員
長
の
檄
の
も
と
、

共
催
の
千
代
田
区
労
協
水
久
保

事
務
局
長
の
連
帯
の
挨
拶
を
頂

き
、
港
運
同
盟
日
吉
会
長
代
行

の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
三
唱

で
、
デ
モ
行
進
を
開
始
し
た
。

デ
モ
行
進
の
最
後
は
、
最
終

地
点
で
あ
る
神
田
橋
公
園
内

で
、
二
日
間
の
中
央
行
動
の
総

括
と
し
て
散
会
集
会
を
行
い
、

経
団
連
前
に
移
動
し
て
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
三
唱
し
、
十
六

日
十
二
時
に
全
体
の
行
動
を
終

え
た
。

そ
の
後
、
午
後
か
ら
中
央
執

行
委
員
、
教
宣
委
員
を
中
心
に

十
五
名
が
、
消
防
庁
交
渉
、
外

国
船
舶
協
会
、
日
本
貿
易
会
の

ユ
ー
ザ
ー
要
請
行
動
へ
と
向
か

っ
た
。

こ
の
中
央
行
動
は
、
各
政
党

議
員
の
皆
さ
ま
の
協
力
と
力
添

え
の
約
束
を
頂
く
と
同
時
に
、

港
湾
労
働
者
の
十
八
春
闘
に
対

す
る
決
意
を
、
広
く
世
間
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
取
り
組
み
と
な

り
、
有
意
義
な
二
日
間
で
会
っ

た
。

全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、
三
月
十
五
日
（
木
）
か
ら
十
六
日
（
金
）
に
か
け
て
一
八
産
別
港
湾
春
闘
の
一
環
と
し
て
「
一
八

春
闘
中
央
行
動
」
を
中
央
役
員
、
京
浜
三
港
を
中
心
に
各
地
区
港
湾
代
表
合
わ
せ
て
二
五
〇
名
あ
ま
り
の
規
模
で
実
施
し
た
。

行
動
は
、
十
五
日
の
院
内
集
会
に
は
じ
ま
り
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
の
行
政
交
渉
、
十
六
日
の
午
前
か

ら
、
恒
例
の
「
丸
の
内
昼
デ
モ
」
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
、
消
防
庁
、
外
国
船
舶
協
会
、
日
本
貿
易
会
へ
の
申
し
入
れ
、
要
請
行

動
を
取
り
組
ん
だ
。

読者の皆さま、全国港湾機関紙が３００号を迎えるこ
とができました。これも各地でご活躍の組合員の皆
さまのおかげです。全国港湾教宣部一同、今後とも
努力して参りますので宜しくお願い致します。

先
日
、
三
十

一
歳
で
過
労
死

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記

者
の
佐
戸
未
和

さ
ん
の
母
親
の

講
演
を
聞
き
に

行
っ
た
。
講
演

の
な
か
で
、
佐
戸
さ
ん
の
上
司

は
ご
両
親
を
前
に
『
時
間
管
理

を
欠
い
た
自
己
責
任
』
と
言
わ

ん
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
▼
我

が
国
で
は
多
く
の
企
業
が
、
働

者
の
入
社
直
後
か
ら
会
社
へ
の

滅
私
奉
公
を
『
美
』
と
教
育
す

る
風
潮
が
あ
る
。
滅
私
奉
公
は

権
利
侵
害
と
一
対
で
次
第
に

『
社
風
』
と
し
て
定
着
す
る
▼

そ
れ
だ
け
に
過
労
死
問
題
は
我

々
労
働
者
に
と
っ
て
共
通
の
問

題
で
あ
る
▼
戦
前
、
わ
が
国
は

労
働
法
が
未
整
備
で
あ
り
『
女

工
哀
史
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

人
権
無
視
の
労
働
が
横
行
し
て

い
た
。
そ
の
反
省
か
ら
戦
後
は

憲
法
で
『
勤
労
条
件
に
関
す
る

基
準
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め

る（
二
十
七
条
二
項
）』と
し
、

労
働
基
準
法
な
ど
を
制
定
し
、

使
用
者
に
義
務
付
け
た
。
今
国

会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

『
高
プ
ロ
』
『
裁
量
労
働
制
』

が
柱
と
な
っ
て
い
る
『
働
き
方

改
革
』
は
、
労
働
市
場
に
労
基

法
適
用
除
外
労
働
者
を
大
量
放

出
し
て
大
企
業
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
憲
法
の
精
神
に
反
し
た
悪

法
で
あ
る
▼
『
個
人
と
し
て
尊

重
（
憲
法
十
三
条
）
』
よ
り
企

業
忠
誠
心
を
重
視
す
る
社
会
風

土
の
国
で
、
法
律
に
拘
束
さ
れ

な
い
労
働
者
を
大
量
に
排
出
す

る
こ
と
は
過
労
死
を
増
産
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
裁

量
労
働
制
』
に
つ
い
て
は
今
国

会
の
審
議
を
見
送
っ
た
が
、
今

後
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
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